
「第３１回 北九州市ＰＣＢ処理監視会議」実施結果 

１ 日時・場所 

 （１）日時：平成2６年 1月 2１日（火）1４：０0～１６：０0 

 （２）場所：日本環境安全事業㈱北九州事業所 

 （３）出席委員：浅岡座長、是永委員、清田委員、河井委員、吉永委員、大庭委

員、大石委員、嶋津委員、津田委員、成田委員、古野委員    

（欠席者なし） 

２ 会議の概要 

北九州ＰＣＢ処理事業の操業状況について、説明・議論が行われた。 

その後、環境省から、検討要請（特に、安全対策と今後の処理促進策）に関

する報告があった。 

３ 委員の主な指摘（国の検討要請について） 

［積極的な意見］ 

 国の検討要請には賛成。多重の安全対策で、安全性は市民の信頼に足るもの。

次の世代に負の遺産を残さないよう、最善を尽くすべき。 

［安全性について］ 

 カーブが多い若戸トンネルが運搬経路となっており、９年間安全にできるか

不安を持っている市民も中にはいる。本当に安心して住民が過ごせるよう、

安全対策はしっかりとやって欲しい。

［期限内処理について］ 

 若松区民にとっては願わくば来てほしくないのが現状。どこかで処理しなけ

ればならない事は分かるが、ごみはごみ。現時点では、賛同ではなく延長の

ない処理を要望する区民の一人。 

［若松の負担について］ 

 若松はハンデが多いというが、行政面で疎外のないように手を打って欲しい。 

［消極的な意見］ 

 個人的には、国が責任を取って、東京や関西で処理施設を作る計画を立てて

欲しい。余ったものを北九州に持ってくることは反対。 

［その他］ 

 一部の意見を取り上げて、反対ばかり、賛成ばかりと捉えないで欲しい。 

 この問題について、若松区以外の区にも関心を持ってもらいたい。 

以上 


